
～自己決定する場面を意図的につくり、そこに責任を持たせる～ 

校長 市場 陽一郎 

二学期が終了します。そして２０２３年も終わろうとしています。今関心があるニュースはと訊ねると、

多くの生徒たちが「大谷翔平選手のドジャース移籍」と答えます。超高額な契約金だけではなく大谷選手の

人間性に惹かれると話す生徒たちの気づきが嬉しいです。しかし、世界に目を向けると中東ガザ地区ではイ

スラエルとハマスの戦闘が起き、ウクライナ危機への意識も薄れてしまうほどです。平和を享受する日本で

すが既に予測不能な時代に入ってきているように感じる時もあります。今後どのような時代が来ても持続

可能な社会の担い手になる子どもたちには、思いやりや優しさと共に逞しさや創造性が求められます。穏や

かに学び合う浅川中生にもこの「優しさと逞しさ、創造性」を身に付けてほしいと思います。 

３年生はいよいよ進路決定の時期を迎えました。今後１、２年生にも進路選択の際に大切にしてほしいこ

とがあります。それは自己決定する力です。進路を自分で考え決定する力こそ中学校で身につけるべき大切

な力なのです。親、教師を含めた様々な人の意見や情報を得ながら将来の自分を想像し、最後は自分の進む

べき道を自分で決める力ということです。これは浅川中生に求められる逞しさの一つだと言えます。 

自己決定する逞しさや強さを子どもたち自身のものにさせるためのヒントを、ノーベル賞受賞者大村智

先生が著書の中で紹介されています。フランスの思想家ジャン＝ジャック・ルソーの著書『エミール、また

教育について』にある「子どもを不幸にする いちばん確実な方法は何か、それをあなたは知っているだろ

うか。それは、いつでも何でも手に入れられるようにしてやることだ。」という言葉を引用し、子どものう

ちは多少なりとも厳しいことをやらせた方がいいと書かれています。次の言葉も『エミール』に出てきます。

「あれしなさい、これしなさい、あれするな、これするな、とばかり言われて育った子どもは、そのうち、

息をしなさい、と言わないと自分で呼吸すらしなくなるぞ。」と痛烈です。 

私たち教師や親は子どもたちを信じて、その後ろから見守ることが必要な時があります。心配なこともあ

るでしょうし、時には期待を裏切られるかもしれません。しかし、子どもたちが選択する場面を保障して、

自己決定する場面を意図的につくり、責任を持たせることが

子どもたちに自立を促します。意志決定の習慣をつけるこ

とは大変重要で、人生はその繰り返しなのです。子どもた

ちは、その選択決定する力や創造性を高めるために学校や

家庭、社会で学び続けていくのです。 

大谷翔平選手も自分の夢の実現のために、いつでも自身

の選択を信じ、責任を持って取り組みました。そして、世

界最高峰のベースボール・プレイヤーとなったのです。 

最後に、「一年の計は元旦にあり。」新しい年を迎えるお

正月も自己決定の場として、家族で新年の目標を話し、聴

き合っていただければと思います。それでは皆様、どうぞ

良いお年をお迎えください。そして来年も宜しくお願いい

たします。 
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令和５年度 第２学年 福島移動教室を報告会 

 

第２学年・福島移動教室を１１月８日(水)～１０日(金)に

実施いたしました。その福島移動教室の報告会を 12 月 5

日の４校時に１学年の生徒対象に行いました。これは浅川

中学校の特色のひとつである３・１１東日本大震災の学習

として最も被害があった福島に直接行き自分の目で見て聞

いて被災地の現実を体験した２年生が、自分たちの言葉で、

知識と実感することの違いを真摯に受け止めた成果を発表

したものです。発表のあと、この移動教室のために作った福

島移動教室テーマソング「Light of memory」を代表生徒

が歌ってくれました。 

 

生徒会主催校内「おもいやりカルタ」大会の実施 

 

「八王子市教育委員会いじめの防止等に関する基本的な方針」に基づき、生徒が自主的にいじめの

問題について考え、議論したり意見交換をしたりすることを目的に「はちおうじっ子サミット」が７月

に実施されましたが、それを受け、本校生徒会は、全校生徒より、カルタの句を募集し、その中から選

ばれた句から実際に「おもいやりカルタ」を制作し、それを使用してカルタ大会を実施しました。各ク

ラス予選で選ばれたカルタ大会代表たちによる学年代表決定戦（準決勝）と学年対抗戦（決勝戦）が、

放課後の時間を利用して行われました。 

「おもいやりカルタ」の句（抜粋） 

「はなしてみよう、まずは一言」 「そうだんは、ひとつの命を救うんだ」 「不安なとき、支えてくれる

すぐそばで」 「よい行動、すればするほど、笑顔が増える」 「気づかいは、毎日コツコツ大切に」 

 

「税の標語」コンクールで表彰 

八王子市間税会主催の「税の標語」コンクールで、以下の生徒が表彰されました。おめでとうござい

ます。 

〇八王子市長賞    1Ｂ 石田 千尋 「税金で もったいい都市 八王子」 

〇八王子税務署長賞 1Ｂ 吉澤 惺   「消費税 知ろう学ぼう みんなの税」 



 

浅川小学校１５０周年行事で吹奏楽部が演奏披露 

 

１２月２日(土)開校１５０周年を迎えた小中一貫教育連携校

の浅川小学校の記念式典が行われました。そこで本校吹奏

楽部が式典音楽発表会のお手伝いと祝賀会でのゲスト演奏

を行いました。大きなイベントに誇りを持っていきいきと参

加する姿は本当に素晴らしいものでした。 

 

 

教育課題特別支援教育研究推進校の発表 

 

１２月１４日(木)、八王子市教育センターで行われた特別支援に

関する研修会で、教育課題特別支援教育研究推進校として本校

の特別支援教室「くりやま」教室の教員が発表を行いました。個

に応じた指導、「共に学び合える力」を育てることをテーマに一

年間研究してきたことを発表しました。参加した市内の教職員に

本校の取り組みが参考になったと思います。その後、明星大学の

星山 麻木先生の講義聴き、研修を深めました。 

 

 

いじめ防止の弁護士の解説動画を利用した授業 

 

１２月２１日(木)、「いじめ防止の弁護士の解説動画」を利

用した特別な教科 道徳の授業を２年生において実施しま

した。日頃から、いじめの未然防止の様々な取り組みを本

校にて実施していますが、八王子市の教育委員会が力を

入れている弁護士を活用した教育活動のひとつとして八

王子市が作成した動画を利用した授業です。当日は、市職

員も授業見学に来校されました。内容は、大切な人権とし

て「安心」「自信」「自由」が保証される必要があり、そのた

めの具体的例をあげながら、「加害者」「被害者」「傍観者」

「観衆」の四層構造についてそれぞれの立場から考える授

業を実施しました。生徒たちは真剣に自分の考えを発表してくれました。 

 

令和５年度 最近の部活動の活動報告 

 いよいよ、冬の風物詩ともいえる「駅伝」の季節になってきました。 

本校の陸上競技部も頑張って活動しています。 

 

陸上競技部 

 

11/5 

第７５回八王子市中学校駅伝競走大会 

男子２７位 

女子２０位 



 

陸上競技部 12/9 

第４０回浅川地区マラソン大会 

男子２位 岡本星那 

女子１位 髙橋玲七 

野球部 12/16 

 

八王子市冬季大会フレンドリーリーグ準優勝 

対 松木・別所・由井合同チーム 5-10 

 

 

八王子市「不登校をテーマとした保護者サロン」を開設 
 

不登校の子どもたちを支援するために、八王子市は保護者対象の講演会を企画しました。講演の

中で小グループに分かれ、参加者の皆さん同士で日頃感じている思いや悩みを語り合う時間も予

定しています。どうぞお気軽にご参加ください。 

1.対象：市内在住で小・中学生の保護者 

2.日時：令和６年２月２１日（水） 午後２時から午後４時３０分 

3.会場：教育センター 大会議室 

4.内容：講演 『「不登校」は子どもたちからの SOS!?』－「思春期」という視点から ― 

    講師 八王子市教育委員会教育指導課心理相談員 

5.定員：60 名(先着順) 

6.申込み：令和６年１月２２日（月）午前 8 時 30 分から受付開始 

問合せ   高尾山学園内 教育指導課登校支援担当（電話：６６３－３２１６）へお電話で 

 

「誰一人取り残さない高等学校教育シンポジウム」の案内 
 

該当シンポジウムは、東京都で初めて公立学校として設置された、朝・昼・夜間の３部制をもつ

定時制課程や必要単位を修得することで卒業を目指す通備制課程など、都立高等学校４校の特色

ある教育課程や多職種連携による支援の実際などについて紹介する場になるそうです。 

1.目的：多様化が進む高等学校の種類や具体的な支援内容について情報を提供し、不登校児童生徒

の新しい希望や社会自立に向けた一歩を支援する。 

2 対象：近隣地域の教職員、保護者 大学生一般、市民 

3.日時：令和６年 2 月 10 日（土） 午後 1 時から午後 3 時 

4.場所：桜美林大学（BT200 教室） 

5.内容：テーマ「誰一人取り残さない高等学校教育をめざして」 

-都立高等学校全日制、昼夜間定時制、チャレンジスクール、通制の実践からー 

・東京都立秋留台高等学校  ・東京都立世田谷泉高等学校 

・東京都立新宿山吹高等学校 ・東京都立砂川高等学校 

6. 申込み：桜美林大学ホームページのイベント紹介のリンクから ※要事前予約 

 

冬季休業中の学校閉庁日 12/29(金) ～１/3(水) 

 

冬季休業期間は、１２月２６日(火)～１月８日(月)となります。なお、１２月２９日(金) ～１

/3(水)は、学校閉庁日となり、浅川中はお休みになります。冬休業期間は、生徒が心身ともに健康

で安全に充実した生活を送ることができるよう、ご家庭での見守り・ご指導をお願いいたします。 


